
    本修士制作のはじまり、検証から設計までの過程　（目次）

菜築　―野菜と果物の生ごみだけでできる構造体―

野菜と果物の生ごみ（一部表面塗装に柿渋）だけでできた建築を制作した。木材や鉄、接着剤等の他の素材は一切使用していない。

従来の建材の強度や耐久性を見直し、食材を構造体とすることで、建築することが食の一部に、建築が食生活の一部になり、互いにより良い影響を与えることを考えた。

素材の弱さ故に補修や更新を繰り返す一回性の建築は、変化していく風景を生み出すことができるのではないか。

1-1. 背景と目的　

　衣食住において、生きていくうえで必須なものは " 食 " だと思う。" 食 " は私

たちの身体そのものである。そして今のところ人類が料理をしない未来はないだ

ろうし、人類の過半数にとって食材を調達し、料理をつくることは日常だ。

　太宰治「葉」( 太宰治、「晩年」収録 ) に『死のうと思っていた。今年の正月、

よそから着物を一反もらった。お年玉としてである。着物の布地は麻であった。

鼠色の細かい縞目が織りこめられていた。これは夏に着る着物であろう。夏まで

生きていようと思った。』という一節がある。私はこの一節から、素材には季節

性や人の感情や経験に訴えるものがあり、素材というものが直接、人に影響を与
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と考えた。ここで、" 食 " の素材 : 食材について考えてみると、毎日調

理すること、食べるということで人から影響を受け、人そのものに影響を与えて

いる。家庭で作るという容易さも相まって、素材を介し人と生活が結び付けられ

ているのだ。しかし、" 住 " の素材 : 建材は、空間に思い出などはあるが、毎日

つくったり季節ごとに替わることはなく、そういった影響は乏しく感じる。

　つまり、建築においても素材が別のものになることで人に影響を受け / 与える

ことができるのではないだろうか。そこで、素材が変わるだけで人と建築の関係

や人の生活が変わることを " 食（すなわち食材や料理を応用すること）" によっ

て達成することを目的とする。

1-2. 考え方

　この目的に対し〈食材の生ごみを素材とする〉という考え方をする。植物性の

食材に限定し、野菜や果実の生ごみ、例えば皮や芯を調理することで建材を作り、

建築とする。菜食ならぬ、菜築である。建材が食材であるため、菜築は朽ちて土

に還るのである。食材を消費するとともに建築は生産され、時には補修され、い

ずれ土に還るというとても原始的な建築となる。

　したがって、生ごみ以外の素材や部材、木材や金物、接着剤などは一切使用せ

ず、純粋に生ごみだけで構造物を成り立たせることとした。勿論、菜築の強度が

一般的な建材に遠く及ばないことは明確であり、既存の建材を組み合わせ接合す

るなどすれば、強度も獲得でき大空間を作ることも容易であろう。しかし他の素

材に頼ってはわざわざ廃材を素材とする意味は薄れる上に、建築を建たせている

根幹の素材が変わらなければ、何も変えることはできないと考えた。菜築の真価

は、徹底的に建築素材そのものが原始的に回帰することで、私たち人間の生活に

影響を与えることができることにある。

　つまり本修士制作は、食材をもとに建材をつくることで、地面と生活を結ぶ建

築〈菜築〉である。

１．はじめに

2-1-1. 制作方法：面材制作手順（人参）

1. 生ごみを 2~3cm 角もし
くは薄くする。( 人参：皮
をむく）

2. 材が浸るくらいの水を鍋
に入れ、蓋をして茹でる。
沸くまで中火。

3. 沸いたら蓋を外し、弱火。
やわらかくなる。（人参：弱
火で 35 分 )

4. ミキサーに煮汁とともに
移し、水を適宜加え攪拌す
る。40 秒を 6~8 回。

6. バットに入れ 150 度以下
でゆっくり水分を飛ばし完
成。（ホットプレートなどで）

5.4 を１/2~1/4 になるまで
煮詰めて原液完成。焦げない
よう混ぜ、弱火からとろ火。
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2-1-1. 制作方法：線材制作手順

1. 面材を丸鋼に巻き付ける。面材の原液
を塗りながら任意の厚さまで巻き重ねて
いく。

2.80 度以下で転がしながら熱っし、もし
くは天日干しで水分を飛ばし固めて完成。

1.人参（皮、根元）

19.林檎（皮、芯）

5.じゃがいも（皮）

7.玉葱（外皮）

8.キャベツ（外葉） 25. ｸﾞﾚｰﾌﾟﾌﾙｰﾂ（外・内果皮）6.長葱 (根元・葉先）

2.ごぼう（皮）

28.人参＋キャベツ (3:1)

29.人参＋林檎 (1:1) 30.林檎＋ｸﾞﾚｰﾌﾟﾌﾙｰﾂ (3:2)

31.かぶ＋キャベツ (3:2)

32.カレー「人参＋りんご＋じゃ
がいも＋玉葱」(3:2:1:1)

34.人参＋割り箸

3.かぶ (皮 )

25'''. ｸﾞﾚｰﾌﾟﾌﾙｰﾂ＋蜂蜜

4.大根 (皮、根元 )

9.トマト（皮、へた）

10.茄子（皮、へた）

12.ゴーヤー(へた周辺・わた・種）

13.きゅうり（皮）

11.ピーマン (へた周辺・わた・種）

14.シソ（すべて）

15.モロヘイヤ (すべて）
17.えのきたけ (すべて )

18.松茸 (すべて )

16.とうもろこし (葉・ひげ )

20. 梨 (皮、芯 )

24.ザクロ（皮、種）

22.スイカ (皮 ) 23.ぶどう (皮 )

21. 柿 (皮、芯 )

36.林檎＋割り箸

26. 桃 (皮 )

27.パインアップル(皮、芯 )

34.枝豆 +レモン

35.キャベツ＋割り箸

A B

A’

C D E

D’

2-1-2. 分類と考察：野菜別面材の分類

比重
(g/cm3) 乾燥収縮 シリコン状 パリパリ 亀裂 破断 めくれ 分類 面材 線材

1 人参 皮・根元 25 0.7 × 〇 × × × × A ✓
2 ごぼう 皮 25 0.58 △ × 〇 × × × B ✓
3 蕪 皮・根元 20 0.71 × 〇 × × × × A ✓
4 大根 皮・根元 20 0.75 × 〇 × × × × A ✓
5 じゃがいも 皮 20 0.82 〇 × 〇 〇 〇 〇 C
6 長葱 根元・葉 20 0.62 × 〇 × × × × A ✓ ✓
7 玉葱 外皮 20 0.51 〇 × 〇 × × 〇 ✓
8 キャベツ 外葉 25 0.62 △ × 〇 × × × B ✓
9 トマト 皮・へた 17 0.6 × × 〇 〇 × × D ✓

10 茄子 皮・へた 17 0.77 × × 〇 〇 × × D ✓
11 ピーマン へた周辺・わた・種 17 0.85 × × △ 〇 × × D' ✓ ✓
12 ゴーヤー わた・種 17 0.9 × × △ 〇 × × D' ✓ ✓
13 きゅうり 皮 15 0.75 △ × 〇 × × × B ✓
14 シソ 葉・茎 15 0.81 △ × 〇 × × × B ✓
15 モロヘイヤ 葉・茎 15 0.8 △ × 〇 × × × B ✓
16 とうもろこし 葉・ひげ 30 0.82 △ × 〇 × × × B ✓
17 えのきたけ 全て 5 0.99 × △ × × × × A' ✓
18 松茸 全て 5 1.01 × △ × × × × A' ✓
19 林檎 皮・芯 15 0.7 × 〇 × × × × A ✓
20 梨 皮・芯 15 0.69 × △ × 〇 × × E ✓ ✓
21 柿 皮 15 0.93 × △ × 〇 × × E ✓ ✓
22 スイカ 皮 20 0.92 × △ × 〇 × × E ✓ ✓
23 ぶどう 皮 13 0.95 × △ × 〇 × × E ✓ ✓
24 ザクロ 皮・種 25 1.13 × × 〇 〇 〇 × ✓

柑橘類 25 グレープフルーツ 外果皮 25 0.94 〇 × 〇 〇 〇 〇 C ✓
核果類 26 桃 皮 13 0.89 × △ × 〇 × × E ✓ ✓

熱帯果物類 27 パインアップル 皮・芯 25 0.69 × × × 〇 × × ✓
28 人参+キャベツ (3:1) 0.76 × 〇 × × × × A ✓
29 人参＋林檎 (1:1) 0.82 × 〇 × × × × A ✓
30 林檎+グレープフルーツ (3:2) 0.8 × 〇 × × × × A ✓
31 蕪+キャベツ (3:2) 0.81 × 〇 × × × × A ✓
32 カレー「人参＋りん ご＋じゃが

いも＋玉葱」 (3:2:1:1) 0.75 × 〇 × × × × A ✓
33 枝豆+レモン (3:2) 0.91 × × △ 〇 × × D' ✓
34 人参＋割り箸 0.31 △ × 〇 × × × B ✓
35 キャベツ＋割り箸 0.28 △ × 〇 × × × B ✓
36 林檎＋割り箸 0.35 × △ × × × × A' ✓

果菜類

混
合

果
物 液果類

仁果類

各野菜別面材の状態と面・線材の適正の分類
適正シートの仕上がり

葉菜類

野
菜

使用部位
沸騰後

茹で時間
(分)

根菜類

菌類

2-1-2. 分類と考察：各野菜別面材の物性の分類

①
②

1回目 2回目 3回目 平均
① 1.800 1.625 1.785 1.737 7.0 2.43
② 1.140 1.400 1.445 1.328 7.0 1.86

1回目 2回目 3回目 平均
① 14.5 13.7 13.5 13.90 169.6 0.803
② 15.4 14.8 15.0 15.07 120.2 1.228

1回目 2回目 3回目 平均
① 6.5 6.525 6.535 6.520 90 1.341

② 5.085 5.075 5.070 5.077 90 1.542

破断時の力P(kg)
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2-2-1. 強度：各種試験試験 試験体
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2-2-7. 物性のまとめ

　2 章より菜築の素材の物性において留意すべき二点をまとめる。

　第一に、強度を踏まえた食材の配合について、面材は〈シリコン状〉になる食

材である 2-1-2 の分類 A 単体、もしくは A・E を B と 3:1~3:2 の配合で、線材は

〈シリコン状〉にならない食材と分類 A･E を 4:1~5:1 の配合で制作していく。強

度は引張に最も強い結果であり、面材の張力を利用した構造形式を採用する。

　第二に、防水処理と劣化速度からみた菜築の修復・更新の時期について、防水

処理は線材にのみ柿渋を塗布する。柿渋を塗布した線材は、耐水性は勿論のこと

湿気の吸収が抑えられ強度が増し、劣化の速度は遅くなり土に還る期間も長くな

る。よって面材と線材の劣化速度には差が生じる。菜築を外部環境に設置すると、

面材は２～ 3 ヶ月後または雨天の度に、線材では 6 ヶ月後が補修または更新の時

期とする。( 雨天の続く時期や台風・豪雨では倒壊するため、その都度補修が必要である。)

　また、菜築の素材は自然に湿気の吸収、乾燥を繰り返す素材である。これは〈菜

築にとっての呼吸〉である。過度な乾燥は粘りが失われ破損しやすくなるため、

外部環境で湿気や風、日光、夜露で〈呼吸〉を繰り返すことが重要である。

２．素材とその物性
2-1. 素材　

2-2. 物性　
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柿渋を塗布して耐水性を高めた線材を土に埋め経
過観察を行った。

14 日から雨天は 2 回あったが変化なし。埋まって
いる部分もまだ土に分解されない。

11 月 29 日から雨天は 2 回。雨天時から後日は湿
気を吸いわずかに柔らかくなる。

一か月経過。外部と土に埋まっている部分の先端
はわずかだが欠けだしている。

　林檎           人参　   かぶ   人参＋ｷｬﾍﾞﾂ 人参 + 割り箸  林檎＋割り箸
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2-2-3. 土に還る期間と劣化の仕方： 土に還るまでの期間の検証 ( 左 : 面材 / 右 : 線材 )

土に埋まっている部分はわずかになり、外に出て
いる部分もわずか。

林檎、人参、かぶ、人参＋ｷｬﾍﾞﾂ、
人参＋割り箸。林檎＋割り箸の 6
種類の面材の 3 分の 2 を土に埋め、
日光や雨に晒される野外空間にて
経過観察を行った。

外に出ている部分は、雨風でカビ・ひび割れが発生。
色も日に焼けて茶色くなる。

外に出ている部分の縮みなどや乾燥でパリパリに
なるなど。

割り箸を混ぜたものは完全に、人参の入っている
ものも概ね土に分解された。

2-2-2. 耐水性：防水処理

左から柿渋、柿渋 + 亜麻仁油 (1:1)、油性ニスを塗布した線材。

枝豆＋林檎＋ﾊﾟｲﾝｱｯﾌﾟﾙの線材。上：そのまま、下：柿渋塗布

2-2-1. 強度：引張試験 試験体
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・線材部材リスト(S=1/8)

29(27~30)

・2又接合部部材リスト(S=1/8)

符号

位置

断面

平断立面

・内径23 
外径27~30

17

平断立面

・内径17 
外径21~23

5

平断立面

・内径5 
外径10~12

23

22(21~23)

23

11(10~12)

17 5

符号

位置

J1

平断立面

・線材17

J2

平断立面

・線材17

J3

平断立面

・線材17

J4-1

平断立面

・線材17

J5-1

平断立面

・線材17

J6-1

平断立面

・線材17

J7-1

平断立面

・線材17

平断立面

・線材17

平断立面

・線材17

平断立面

・線材17

平断立面

・線材17

平断立面

・線材17

J4-2 J5-2 J6-2 J7-2

1
8
3
.
2
2
°

1
8
4
.
2
3
° 22(21~23)

1
7
5
.
0
5
°

1
7
2
.
1
1
°

1
6
2
.
9
4
°

1
5
1
.
1
3
°

1
7
5
.
0
0
°

1
7
1
.
9
7
°

1
6
2
.
8
3
°

1
5
1
.
7
9
°

平断立面

・線材17

平断立面

・線材17

平断立面

・線材17

J5-3 J6-3

平断立面

・線材17

平断立面

・線材17

平断立面

・線材17

J4-4 J5-4

平断立面

・線材17

J7-4J4-3 J7-3 J6-4

1
7
5
.
2
7
°

1
7
2
.
2
6
°

1
6
3
.
2
8
°

1
5
2
.
0
6
°

1
7
4
.
5
9
°

1
7
1
.
6
8
°

1
6
2
.
7
2
°

1
5
2
.
2
5
°

部材リスト 4

※充填剤は、線材や面材の端材を水でもどしたもの、もしくは面材の原液。

23 17

162.72°

29
(27~30) 22

(2
1~
23
)

C4C4

充填剤

・接合部詳細断面(S=1/4)

符号

断面

J6-4

1
7

2
2
(
2
1
~
2
3
)

C1

B1

充填剤

・3又接合部部材リスト(S=1/4)

符号

断面

J8-12

平面

J8-34

13.19°

C2

B1

C1 C2

17

22(21~23)

2
3

3
0
(
2
7
~
3
0
)

23
30(27

~30)

充填剤

1717

17

17

1
7

2
2
(
2
1
~
2
3
)

充填剤

B1

17

C4

B1

℃4C3

17

22(21~23)

2
3

3
0
(
2
7
~
3
0
)

23

29(27~30)

充填剤

17 17

17

15.70°

C3

2
1
(
2
1
~
2
3
)

充填剤

・接合部部材リスト(S=1/4)

符号

断面

J9-12

断面

B2

C1 C2

17

23

23

23

29(
27~

30)

22
17

23

29(27~3
0)

22

17

充填剤

133.75°
C1 C1

充填剤

23

29
(27~30)

17
21
(2
1~
23
)

C2 C2

充填剤

23

29(27~30)

17
21
(2
1~
23
)

136.10°

C1

C2

B2

2
1
(
2
1
~
2
3
)

J9-34

B2

C3 C4

17

C3 C3

充填剤

23

30(27~30)

17
21
(2
1~
23
)

C4 C4

充填剤

23

29(27~30)

17
21
(2
1~
23
)

C3

C4

B2

114.29°

82
.0
3°

91.57°
10
5.
53
°

23

29(27~30)

22

17

135.65°

充填剤 充填剤

136.91°
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3-1. 規格：面材に必要とされる食材の量

3-1. 規格

410
㎜

295 ㎜

400
㎜

人参 5.6 本 茄子 11 本 梨 5.7 個

ごぼう 5.2 本 ピーマン 16.4 個 柿 7.49 個

蕪 7.7 個 ゴーヤー 6.52 本 スイカ 1.3 玉

大根 0.9 本 きゅうり 8.34 本 ぶどう 5.5 房

じゃがいも 9.8 個 シソ 15.6 枚 ザクロ 5.1 個

長葱 3.9 本 とうもろこし 2 個 グレープフルーツ 4.8 玉

玉葱 6.1 個 えのきたけ 2.5 房 桃 5.38 個

キャベツ 1 玉 松茸 4 個 パインアップル 2.4 個

トマト 12 個 林檎 4.23 個

1面(410×295) 当たりの必要数

３．構法と構造形式、施工の検証

3-2. 接合部： 線材（接合方法１）

接合する線材の内径より小さい外径の線材を使用して接合
部パーツをつくる。それを接合する線材の端部に差し込み、
充填剤で隙間を埋めつつ接着・固定していく。

3-2. 接合部：面材

のりしろを約 5~15mm としてそこ
に充填剤を塗り、接合する面を重
ねて、乾燥すると接合される。

充填剤

3-3. 構造：最適化したモデルの構造解析結果

perspective

front

* 解析結果の色変化 ( 最少：青→最大：赤）は、軸力を示している。ほとんど
均一に黄緑色であるため全体に均一に中程度の軸力がはたらいている状態とい
える。また、解析図は元の形態と変形状況を重ねて示している。

１２ 3 ４ １ ２ 3 ４

right

V 字線材が内側に倒れて
しまった。

3-4-3. 施工方法のまとめ

　これまで施工方法を検証した。まず菜築が建つということは証明できた。しかし施工において失

敗点がいくつかあり、実用化に向けての改善法とともにまとめる。

　まず、下図のように大きく V 字を成す線材が内側に傾いてしまった点である。原因は、面材接合

時の充填剤による自重の増加とアーチの線材やその接合部が施工中に湿気を含み柔らかくなり面材

の引張力に追従してしまったことが考えられる。したがって実用化では比重の設定を大きくして対

応する。

　次に面材の取り付け時に引張力がかかってしまった点である。接合時は面材も線材も水分によっ

て結合が弱くなり、乾燥して再度結合することで接合が完了するため、その接合時に面材で線材を

引っ張るということは明らかな失敗であった。よって面材の接合では接合完了ののちに引張力を掛

けることとする。

線材のみと面材取り付け後の差

　この章では、素材の規格を設定し、接合方法を検証、決定したのち、構造形式と施工の仕方を検

証するためのモデルを設計、施工する。

　検証モデルは 2-2-7. 物性のまとめより、素材の引張力を利用した構造形式をとる。線材の規格長

さが 400mm と短いことを利用し、線分で分割したアーチ型を連続させた形態とする。内径 23 ㎜

の線材を使用するため、その規格と強度に適したモデルの大きさとするため、構造解析、その形態

の最適化を行った。素材の強度や規格の設定より、モデルは人が一人入るくらいの大きさに決定し

た。解析結果より、面材中央部のたるみが生じる可能性があることと、アーチ 1，4 の内側への倒

れこみや V 字が開いていってしまうことなどが懸念される。それらを留意して補助材を加える。

3-3. 構造： 構造・施工検証用モデル原案

空間の両端にある V 字がそれぞれ外側に倒
れるが、その間をつなぐ面材の自重によっ
て内側に引っ張られ、構造が安定する。

3-4. 施工：部材リスト J8-12 の V 字部分

3-4. 施工：部材リスト J9-12

3-4. 施工：C1 通りアーチの構成部材

C1 通りアーチ用接合部 仮組の前後

J3 J3

J4-1

J5-1

J6-1

J7-1 J7-1

J9-12 の部分

J6-1

J5-1

J4-1

あらかじめ接合を固めておく 5 パーツ接合部の配置

あ

い

う

い

あ
J3

J4-1

J5-1

J6-1

J7-1

J9-12 の部分



4-1. 野菜ストラクチャ

晴天時 雨天時

4-2. モックアップによる検証：面材と線材の接合
4-2. モックアップによる検証：

線材部分

3. 引っ掛けたのちに充填剤で固定する。
1. 面材はあらかじめ必要長
さに接合しておく。

2. 面材の先端部を線材に巻き付け充填
剤で接合する。

2屋根伏図・平面図 1/50(A3)

屋根伏図 平面図
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1
0
0
0

1
3
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0

232.2

1
8
1
.
1

晴天時 雨天時

▽GL±0

通風

雨で面材が破れる。 

線材は面材よりも耐水性が高いため、長時間雨が続

かない限り一度の雨では崩壊せずに再度利用可能。 

敷地の境界線として残る。

日
差
し

庇によって雨で崩壊しない範囲

干し野菜・果物をつくる。 

面材が湿気を吸い、気密性の低い

面材を使うことで通風も良好。

破れて地面に落ちた面材。 

雨で溶け土に還る。

41/20(A3)天候別断面図

B2B3 B1

418.8 2230

2648.8

150

B2B3 B1

418.8 2230

2648.8

150

▽GL+1350

▽GL±0
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▽GL+2350 ▽GL+2350

面材による引張力が利かなくなるので

面材の復元まで少々不安定になる。
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3南面立面図・A3通り断面図 1/50(A3)
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透過部分立面図　南面　S=1/8(A3)
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5

A2通り軸組図　S=1/8(A3)
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特記外 
・線材:23

J2 J2 J2

J3 J3

※引っ掛けて固定。 
線材は面材に通す(部材リスト参照)。

17

17

17

17

J1

J1

J1 J1
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200

▽GL+1350

詳細図・部材リスト

・線材部材リスト(S=1/4)

27(26~30)

・接合部部材リスト(S=1/4)

符号

位置

断面

平断立面

・内径23 

外径26~30

17

平断立面

・内径17 

外径21~23

23

22(21~23)

23

17

符号

位置

断面

断面

17

J1

B2

・4又接合部部材リスト(S=1/4)

符号

断面

J2

21(21~23)

22°

86°

充填剤

26(
26~

30)

21

17

21

2
1

・合欠接合部詳細断面図(S=1/4)

符号

断面

J3

27(26~30)

23

2
1
(
2
1
~
2
3
)

1
7

・線材23を欠き、線材17をはめ
て充填剤で接着、固定する。

・面材端部詳細断面図(S=1/4)

断面

21(21~23)

17

面材同士を接着

・面材同士を接着し輪をつくり、
そこに線材を通す。

充填剤

・線材17

充填剤

・線材17

※充填剤は、線材や面材の端材を水でもどしたもの、もしくは面材の原液
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時間軸を交えた 作り方・使われ方・増やし方・修復・更新・土への還し方

・自炊をする2,3人家族の家庭の生ごみ排出量：400~600g/日

閉めっきりの窓

道から見える

他人が敷地内に入ることが
できてしまう

・気候条件: 

　(夏)高温/長い日照時間/急な雷雨 

  (冬)乾燥した北西風

・木造平屋建ての借家

建築の素材が変わるだけで、人の生活、まちの風景が変わることを菜築＝食材で達成する。

空地

N

玄関

前面道路

対象敷地

・2列の必要量：約100枚＝8467g。 

⇒2列分の素材制作必要日数：9467g÷500g/日＝16.9日

ごみ1人当たり942g/日(平成28年環境省より)。そのうち家庭

ごみ：70%、またそのうち厨芥類：38%。よって1人当たりの生

ごみ：942g×0.7×0.38＝250g/日。そこで少なめに見積もり1

人当たり200g/日とする。

2章より、面材の比重の平均は0.79g/cm3

提案

風
(冬

)
N

風
(冬

)

日
除
け
(夏

)

住人用の出入口になる

・大掛かりな増改築や外構工事のできない借家で

も制作可能 

・窓を解放し空間が拡張される、地域住民には圧

迫感のない境界となる。

野菜ストラクチャの2列分素材制作から施工完了までの必要日数：約20日

〈2日目：晴天〉 

AとBの接合が固まる、そこにCを掛けて固定

　　　　　　　　　　　　　食べる                                       　作る

〈1日目：晴天〉 

Aの設置とBの接合、面材とCの接合

〈雨上がり〉 

Cを掛けなおして固定

雨への対応・:予報通りや梅雨の時期

〈雨の日〉 

降雨前にCを外し軒下へ、暖簾のように垂らす

〈雨上がり〉 

面材を足して補修、Cと接合。その後CをABに再び

掛けて固定。ABは数日で乾燥し強度は回復。 

雨への対応・:急な通り雨

〈急な雨〉 

雨で面材が破れる。

〈2日間:晴天〉 

1，2列目と同じように2日かけて設置

〈2日目〉 

Cを掛けて固定する。

〈1日目〉 

2列目と3列目の接合を壊し、新たに1,2列を設置

し3列目と接合する。

〈線材〉 

充填剤で再度接着補修や、面材を巻き付

けるなど

〈面材〉 

破れかけているところに新しい面材を接

着。適宜CをABから外してから作業。

1,2列目設置
0日 20日

補修　　　食べる　　　作る 4,5列目設置
40日

補修　食べる　作る

補修の仕方

11,12列目設置
120日完成

  1,2列目更新
180日

      　    

〈2日間:晴天〉 

1，2列目と同じように2日かけて設置

古い1,2列目は土に埋めて水

をかけて土に還す。退去す

る際も同様。 

再度利用できそうな面材は

水でもどして面材として作

り直す。

土に還す

※半年経過した線材は強度が落ちているた

め補強を繰り返すのではなく更新する。

部材

A

B

C

面材

線材・面材食事

調理器具

　 兼 　

マテリアル制作器具

野菜・果物 生ごみ

野菜ストラクチャ計画 6

野菜ストラクチャ

2列ずつ制作していく。

※充填剤は、線材や面材の端材を水でもどしたもの、もしくは面材の原液

3章までの検証を踏まえ、実験的に菜築を実用化するとして住宅に適応させた「野菜ストラクチャ」の作り方・使われ方・増やし方・修復の仕方・無くなり方を提案する。
　敷地は菜築の物性に適する、夏は湿度の高さから強度が落ちてしまうためそれに耐えうるように素材が乾燥していられる日照時間の長い地域、冬は荷重に耐えられないため降雪が少なく、乾燥した地域として群馬県南部の町を選択した。乾燥しすぎることは良くないため室内よりも、外
部�境に�いて��な�による湿�の��と風による乾燥の�り�し�菜築にとっての���を�えることが�適である。�
　対象とする住宅は、この地域に多くみられる長屋の一戸建て式のような木造平屋建ての借家である。これらは大抵の場合、2~8戸で集合しているのだが基本的に塀やフェンスがなく、前面道路に面した窓は閉め切られている。こういった地方の見知った人ばかりの地域社会では、窓を閉め
切り生活感を見せない閉じた借家はコミュニケーションツールを持たず、浮いた存在となっている。そこで借家に野菜ストラクチャを付随させることで境界を柔らかく仕切りつつも道・地域と緩やかにつなげていく。野菜ストラクチャは構造物から風景へと変化し、均質化された借家からま
ちの風景が始まっていくことを期待する。
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菜築の実用化計画 ：野菜ストラクチャ 
 
時間軸を交えた 作り方・使われ方・増やし方・修復・更新・土への還し方

・自炊をする2,3人家族の家庭の生ごみ排出量：400~600g/日

閉めっきりの窓

道から見える

他人が敷地内に入ることが
できてしまう

・気候条件: 

　(夏)高温/長い日照時間/急な雷雨 

  (冬)乾燥した北西風

・木造平屋建ての借家

建築の素材が変わるだけで、人の生活、まちの風景が変わることを菜築＝食材で達成する。

空地

N

玄関

前面道路

対象敷地

・2列の必要量：約100枚＝8467g。 

⇒2列分の素材制作必要日数：9467g÷500g/日＝16.9日

ごみ1人当たり942g/日(平成28年環境省より)。そのうち家庭

ごみ：70%、またそのうち厨芥類：38%。よって1人当たりの生

ごみ：942g×0.7×0.38＝250g/日。そこで少なめに見積もり1

人当たり200g/日とする。

2章より、面材の比重の平均は0.79g/cm3

提案

風
(冬

)
N

風
(冬

)

日
除
け
(夏

)

住人用の出入口になる

・大掛かりな増改築や外構工事のできない借家で

も制作可能 

・窓を解放し空間が拡張される、地域住民には圧

迫感のない境界となる。

野菜ストラクチャの2列分素材制作から施工完了までの必要日数：約20日

〈2日目：晴天〉 

AとBの接合が固まる、そこにCを掛けて固定

　　　　　　　　　　　　　食べる                                       　作る

〈1日目：晴天〉 

Aの設置とBの接合、面材とCの接合

〈雨上がり〉 

Cを掛けなおして固定

雨への対応・:予報通りや梅雨の時期

〈雨の日〉 

降雨前にCを外し軒下へ、暖簾のように垂らす

〈雨上がり〉 

面材を足して補修、Cと接合。その後CをABに再び

掛けて固定。ABは数日で乾燥し強度は回復。 

雨への対応・:急な通り雨

〈急な雨〉 

雨で面材が破れる。

〈2日間:晴天〉 

1，2列目と同じように2日かけて設置

〈2日目〉 

Cを掛けて固定する。

〈1日目〉 

2列目と3列目の接合を壊し、新たに1,2列を設置

し3列目と接合する。

〈線材〉 

充填剤で再度接着補修や、面材を巻き付

けるなど

〈面材〉 

破れかけているところに新しい面材を接

着。適宜CをABから外してから作業。

1,2列目設置
0日 20日

補修　　　食べる　　　作る 4,5列目設置
40日

補修　食べる　作る

補修の仕方

11,12列目設置
120日完成

  1,2列目更新
180日

      　    

〈2日間:晴天〉 

1，2列目と同じように2日かけて設置

古い1,2列目は土に埋めて水

をかけて土に還す。退去す

る際も同様。 

再度利用できそうな面材は

水でもどして面材として作

り直す。

土に還す

※半年経過した線材は強度が落ちているた

め補強を繰り返すのではなく更新する。

部材

A

B

C

面材

線材・面材食事

調理器具

　 兼 　

マテリアル制作器具

野菜・果物 生ごみ

野菜ストラクチャ計画 6

野菜ストラクチャ

2列ずつ制作していく。

※充填剤は、線材や面材の端材を水でもどしたもの、もしくは面材の原液

3章までの検証を踏まえ、実験的に菜築を実用化するとして住宅に適応させた「野菜ストラクチャ」の作り方・使われ方・増やし方・修復の仕方・無くなり方を提案する。
　敷地は菜築の物性に適する、夏は湿度の高さから強度が落ちてしまうためそれに耐えうるように素材が乾燥していられる日照時間の長い地域、冬は荷重に耐えられないため降雪が少なく、乾燥した地域として群馬県南部の町を選択した。乾燥しすぎることは良くないため室内よりも、外
部�境に�いて��な�による湿�の��と風による乾燥の�り�し�菜築にとっての���を�えることが�適である。�
　対象とする住宅は、この地域に多くみられる長屋の一戸建て式のような木造平屋建ての借家である。これらは大抵の場合、2~8戸で集合しているのだが基本的に塀やフェンスがなく、前面道路に面した窓は閉め切られている。こういった地方の見知った人ばかりの地域社会では、窓を閉め
切り生活感を見せない閉じた借家はコミュニケーションツールを持たず、浮いた存在となっている。そこで借家に野菜ストラクチャを付随させることで境界を柔らかく仕切りつつも道・地域と緩やかにつなげていく。野菜ストラクチャは構造物から風景へと変化し、均質化された借家からま
ちの風景が始まっていくことを期待する。
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4-1. 野菜ストラクチャ

　これまでの 2、3 章から菜築を実験的に住宅に適応させ、実用化の提案をする。

　まず、2-2. 物性の検証より、土に還るという面で室外に建てることは自然であり、柿渋塗布の線材は

雨天にも一定の期間で耐えるため、計画場所は外部環境とする。次に、気密性がないこと、劣化速度な

どから永住的な建築物には成り得ないことが分かる。そして素材強度に対して可能な菜築のスケールよ

り、住宅に付随するものを計画することが現状では適している。また構造・施工検証用モデルでは組み

上げに 2 週間を要しているため外部環境での施工はより簡略化しなければならない。

　以上の事柄から、住宅に付随し、塀ほどの強い境界ではない柔らかな仕切り「野菜ストラクチャ」を

設計する。住宅の軒下から地上をつなぐように面材がのび、敷地境界線に沿って列をなして並ぶ構成を

とる。

4-3. 計画案

　 野菜ストラクチャの既存住宅 2 軒に対する計画案を制作する。敷地は菜築の物性に適する環境とし

て群馬県南部の町を選択した。夏は湿度の高さから強度が落ちることに耐えるように日差しでの乾燥に

期待できる日照時間の長く高気温な地域、冬は荷重に耐えられないため降雪はほとんどなく、乾燥した

地域である。乾燥しすぎることは良くないため、外部環境において夜露などによる湿気の吸収と風によ

る乾燥の繰り返し〈菜築にとっての呼吸〉を行えることが最適である。

　対象とする住宅は、棟割り長屋の一戸建て式のような木造平屋建ての借家であり、この地域に多くみ

られる。これらは大抵の場合、2~8 戸で集合し基本的に塀やフェンスといった境界はなく、前面道路に

面した窓は閉め切られている。こういった地方の見知った人ばかりの地域社会では、窓を閉め切り生活

感を見せない借家はコミュニケーションツールを持たず、浮いた存在となっている。そこで借家に野菜

ストラクチャを付随させることで、借家の境界を柔らかく仕切りつつも道・まちと緩やかにつながげて

いく。均質化された借家からまちの風景が始まっていくことを期待する計画案である。

　この作り手はその家の住人だが、今回の計画案の 2 軒は私が建築家として全体像を設計する。住宅の

空間の拡張、私的な出入口などの提案により起伏のある形態ができている。しかし、野菜ストラクチャ

は一回性の建築である。これ以降の更新で住民の使い勝手に合わせた形態やディテールの微修正は作り

手に任せる。周辺に点在する借家や民家はこの 2 軒を見て、模倣し似たような野菜ストラクチャを制作

し、風景が生まれていく。

４．実用化計画

図 40. 時間軸を交えた「作り方・使われ方・増やし方・修復・更新・土への還し方」




